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議会だより議会だより

あなたの声を議会に！
　　山梨県西桂町

電話 0555-25-2121、FAX 0555-20-2015、Ｅメール    gikai@town.nishikatsura.yamanashi.jp まで
インターネットでも議会内容が閲覧できます。http://www.town.nishikatsura.yamanashi.jp
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令
和
元
年
９
月
定
例
会
・
本
会
議

積
載
車
2
台
の
購
入
や
千
本

桜
の
里
整
備
事
業
、
民
家
へ

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
費
助
成

な
ど
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
事
業
や
各
区
要
望
事
項

へ
の
真
摯
な
対
応
が
み
ら
れ

ま
し
た
。

　

惜
し
む
ら
く
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
納
税
額
が
昨
年
度

よ
り
30
万
円
ほ
ど
落
ち
込

み
、
県
内
自
治
体
の
中
で

ワ
ー
ス
ト
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
点
で
あ
り
ま
す
。
ふ

る
さ
と
納
税
額
の
増
加
に
向

け
て
全
庁
上
げ
て
知
恵
を
絞

り
、
貴
重
な
財
源
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
よ
う
、
要
望
い

た
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
民
の
福
祉
の

向
上
の
た
め
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、
社
会
・
経
済
の
構
造
変

化
に
柔
軟
に
対
応
し
た
事
業

の
選
択
と
集
中
を
行
い
、
行

財
政
運
営
に
努
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
要
望
し
、
平
成
30

年
度
一
般
会
計
、
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て
、
私
の

賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

歳
入
合
計
に
お
け
る
自
主
財

源
比
率
は
33
・
０
％
と
、
前

年
度
よ
り
０
・
８
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
て
お
り
。
引
き
続
き

自
主
財
源
確
保
の
強
化
と
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
町
税
は
減
額

と
な
っ
て
い
る
が
、
令
和
元

年
度
に
お
け
る
町
税
等
に
お

い
て
は
、「
税
等
の
公
平
負

担
の
原
則
」
や
「
財
源
の
確

保
」
の
観
点
か
ら
、
町
全
体

で
の
取
り
組
み
及
び
収
入
未

済
金
の
縮
減
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

歳
出
全
体
で
は
抑
制
さ
れ

て
は
い
る
も
の
の
、物
件
費
、

扶
助
費
等
の
経
常
支
出
は
増

加
し
て
お
り
ま
す
。

　

従
来
か
ら
の
慣
習
に
と
ら

わ
れ
ず
、
具
体
的
な
事
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
に
努
め
、

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図

り
、
今
後
も
役
場
組
織
内
の

様
々
な
課
題
等
に
対
す
る
内

部
統
制
の
確
立
に
向
け
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

を
せ
ず
、
実
質
収
支
に
関

し
て
は
、
一
般
会
計
で

４
千
９
５
７
万
３
千
６
５
５

円
の
黒
字
で
あ
り
、
決
算
見

込
み
の
精
度
向
上
努
力
に
よ

り
翌
年
度
へ
の
繰
越
金
を
減

ら
し
、
実
質
収
支
比
率
を
適

正
と
さ
れ
る
３
％
か
ら
５
％

の
範
囲
に
収
め
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
画
期
的
な
改
善

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
基
本
的
に

そ
の
水
準
を
落
と
さ
な
い
と

い
う
町
の
行
政
運
営
の
基
本

的
考
え
に
基
づ
き
、
限
ら
れ

た
予
算
を
効
率
的
・
効
果
的

に
活
用
し
、
平
成
30
年
度
当

初
予
算
の
目
的
を
概
ね
達
成

さ
れ
た
も
の
と
評
価
い
た
し

ま
す
。

　

町
内
各
区
・
各
組
が
維
持

管
理
を
し
て
い
る
防
犯
灯
に

つ
い
て
、
当
初
の
予
定
よ
り

完
了
年
度
を
2
年
前
倒
し
て

い
た
だ
き
、
町
内
全
て
の

防
犯
灯
が
L
E
D
化
さ
れ
、

環
境
保
全
と
各
区
・
各
組
の

維
持
管
理
経
費
削
減
が
実
現

し
た
こ
と
に
対
し
、
小
林
町

長
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽

の
特
別
会
計
に
係
わ
る
歳
入

歳
出
決
算
及
び
、
当
該
会
計

関
係
基
金
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
西
桂
町
一
般

会
計
・
特
別
会
計
・
歳
入
歳

出
決
算
書
・
同
事
項
別
明
細

書
・
実
質
収
支
に
関
す
る
調

書
、
財
産
に
関
す
る
調
書
、

基
金
運
用
状
況
調
書
等
に
つ

い
て
、
関
係
法
令
に
準
拠
し

て
作
成
さ
れ
て
い
る
か
、
ま

た
関
係
職
員
の
説
明
を
聴
取

し
、
か
つ
定
期
監
査
の
結
果

を
参
考
に
し
て
、
関
係
諸
帳

簿
、
諸
書
類
等
を
検
証
す
る

と
と
も
に
、計
数
の
正
確
性
、

事
務
処
理
の
正
否
、
さ
ら
に

予
算
執
行
上
の
適
否
に
つ
い

て
、審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
審
査
に
付

さ
れ
た
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
歳
入
歳
出
決
算
書
及
び

付
属
書
は
、
い
ず
れ
も
関
係

法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ

て
お
り
、計
数
に
つ
い
て
も
、

関
係
諸
帳
簿
及
び
諸
書
類
と

符
合
し
正
確
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
基
金
の
運
用

状
況
並
び
に
事
務
処
理
に
つ

い
て
も
適
正
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、歳
入
全
体
と
し
て
、

　

町
行
政
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
財
政
状
況
の
厳
し

い
中
で
、
財
政
調
整
基
金

及
び
減
債
基
金
の
取
崩
し

　

審
査
の
対
象
は
、
平
成
30

年
度
西
桂
町
一
般
会
計
並
び

に
平
成
30
年
度
西
桂
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
外
５
件

社会の構造変化に柔軟に対応した
　財政運営に努めていただくことを要望

役場組織の体制強化を図り、
　　　　健全な行財政運営の取り組みを

勝俣  豊一 議員

荒井  義光 代表監査委員

一般会計決算賛成討論

監査委員報告
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そ の 他
8万 8483円
（3億 8083万円）

繰出金、維持補修費、
積立金、出資金・貸付金

人 件 費
9万 3202円
（４億１１４万円）

主に常勤職員
給与、町長、
議員及び各種
委員等の報酬

町民のニーズに対応した
まちづくりを実施

町民のニーズに対応した
まちづくりを実施

町民一人あたり
このように使われました

49万 3518円
平成 30年度

一般会計決算総額

21億2410万円

補助費等
6万 174円
（2億 5899万円）

他市町村との
広域業務負担、
各種団体への
補助等

扶 助 費
4万 6076円
（1億 9831万円）

施設措置費、各種福祉手当
医療費手当等

投資的経費
5万 51円
（2億 1542万円）

建物の建設、道水路整備、
大型備品の購入

公 債 費
4万 165円
（1億 7287万円）

毎年度、償還すべき
町債の元金、利子

物 件 費
11万 5367円
（4億 9654万円）

一般事務経費、臨時職員
賃金、業務委託費等

※（    ）内は平成 30 年度決算額です。
※一人当たり額はＨ 31 年 4 月 1 日現在人口 4,304 人で割った額

■基　金（貯金）１人当たり残高 ４２万３７６４円
          （１８億２３８８万円・昨年度より６５２６万円増）

■地方債（借金）１人当たり残高 ６７万９３１２円
  （２９億２３７６万円・昨年度より１億１６６５万円減）

※左記の額は一般会計及び特別会計の合計の額です。

※地方債（借金）残高には、交付税算入基礎額として 
　後年度に国が負担してくれる額が含まれているため、 
　全てが借金とはなりません。

（防犯灯の LED 化・消防小型動力ポンプ付軽積載車 2 台購入など）（防犯灯の LED 化・消防小型動力ポンプ付軽積載車 2 台購入など）



－ 4－

意
見
交
換
会
で
の
ご
意
見
を
政
策
提
言

太陽光発電設備の立地規制

町の観光案内・散策
マップなどを来訪者
目線で作成

空家対策の強化

観光地としての
競馬山一帯の周辺整備

１

４

２

３

　家屋等の屋根に設置されるもの以外の太陽光発電設
備について、景観阻害、住環境悪化だけでなく、山林
で森林を伐採して設置された場合においては、土砂災
害の発生が非常に危惧されますので、条例による規制
を提案します。

　町の観光振興に関して、案内板や散
策マップ等の見直しを来訪者目線で行
い、観光に関する施策を強化するよう
提案します。

　老朽化による家屋の倒壊や衛生環境の悪化により、
住民生活に影響を及ぼすことが懸念されますので、空
家対策の強化を提案します。

　町内のビューポイントである競馬
山について、入口の看板と駐車場の
整備を提案します。

政 策 提 言
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町長への政策提言の様子

グリーンセンターへの
道路の改善

新しいイベントの企画立案

町の情報発信のあり方

ふるさと納税の積極的な推進

町営住宅の
稼働率の向上

６

９

５

７

８

ふるさと納税額
1,460,000円
1,120,000円
885,000円

平成 29 年度
平成 28 年度

平成 30 年度

　グリーンセンターへの進入路にお
いて、バスのすれ違いが出来るよう
に退避所等の設置を提案します。

　例えば、富士山を一周するウルトラ
マラソンのコースの中に、町内の三ツ
峠や競馬山を組み入れる等、交流人口
の増加につながるイベントの企画に積
極的に取り組むよう提案します。

　回覧によって実施されている行政からの情報発信、各種団体
からの情報発信等について、デジタル化の推進を提案します。

　ふるさと納税は、財源確
保の１つとして有効な制度
であるので、積極的に推進
することを提案します。

　町営住宅の稼働率向上
を図るための施策に取り
組むよう提案します。

意見交換会でのご意見を
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委
員
会
傍
聴
規
程
を
制
定
し
ま
し
た

意
見
交
換
会
の
中
で
要
望
の
あ
っ
た

委
員
会
傍
聴
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

どんな委員会が傍聴できるの？
議会で開催される各委員会が対象ですが、広報委員会は除きます。

何人まで入場できるの？
5 人まで入場できます。各委員会は、役場庁舎３階小会議室で開催
されるため、広さを考えた結果です。

どのように申し込めば良いの？
委員会開催時刻の 30 分前から傍聴申込書を委員長に提出していた
だきます。事前の傍聴申し込みはできませんので注意してください。
委員会開催時間については、事前に議会事務局までお問い合わせく
ださい。

傍聴する人は、どんなことに注意するの？
委員会の録音、写真や動画の撮影はできません。

（携帯電話・スマートフォンは持ち込めません）

委員会傍聴席を用意します

ほかに持ち物の制限や、中で守らなければならないことがあり
ますので、事前に議会事務局までお問い合わせください。
傍聴を希望する方は、西桂町議会委員会傍聴規程をお渡ししま
すので、議会事務局（☎︎ 25-2121）までお問い合わせください
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太
陽
光
発
電
施
設
に
関
す
る
条
例

太
陽
光
発
電
施
設
に
関
す
る
条
例
が

可
決
さ
れ
ま
し
たどうして条例化が必要？

目  的
　この条例は、環境への負荷を低減するために再生可能エネルギーの導入が
拡大する中で、とりわけ、町において太陽光発電施設が増加していることに
伴い、太陽光発電施設を適切に運用し、また太陽光パネルの適正処分へ備え
ることが地域の安全の確保にとって重要となっていることに鑑み、太陽光発
電施設の適正な管理について必要な事項を定めることにより、安全や地域環
境の保全を図るとともに、太陽光発電施設の建築等又は建設等の行為につい
て、景観上の影響を未然に防止し、町民の良好な居住環境を維持し、将来の
世代に継承することを目的とします。

対象となる太陽光発電施設は？
　出力１０キロワット以上のもの
　面積が５００平方メートル以上のもの

条例でどのように変わるの？
１　近隣住民に対し説明を行い、太陽光発電施設の 
　　設置、運用について理解を得られなければなり 
　　ません。

２　隣接住民の良好な居住環境の維持に関して著し 
　　い支障があると町が判断した場合は、計画書の 
　　見直しを指示します。

３　事業者は、町と施設の運用並びに災害時及び廃 
　　止後の措置に関する協定を締結する必要があり 
　　ます。
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令
和
元
年
９
月
定
例
会
・
本
会
議参

画
と
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り

　

町
で
は「
西
桂
町
第
６
次
長
期
総
合
計
画
」

策
定
に
向
け
て
、
本
年
８
月
６
日
に
第
１
回

総
合
計
画
審
議
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

自
立
し
た
地
方
自
治
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
町
民
と
行
政
が
情
報
を
共
有
し
、
町
民

参
加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
、
多
様
な
町
民
の
意
見
や
要
望
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
町
民
と
行
政
の
双
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
相
互
の
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
総
合
計
画

審
議
会
で
は
こ
の
秋
に
実
施
予
定
の
18
歳
以

上
の
全
町
民
を
対
象
と
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
内
容
に
つ
い
て
審
議
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
総
合
計
画
に

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
で
き
る
だ
け
反
映

さ
せ
、
町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
推
進

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
本
年
10
月
か
ら
「
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
当
町
に

お
き
ま
し
て
は
、
無
償
化
に
伴
う
事
務
費
・

シ
ス
テ
ム
改
修
費
・
扶
助
費
を
補
正
予
算
と

し
て
計
上
し
、
年
度
途
中
で
３
歳
を
迎
え
る

児
童
が
無
償
化
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
に
対
す
る
措
置
と
し
て
県
と
町
で

保
育
料
を
負
担
す
る
な
ど
、
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
子
育
て
が
し

や
す
い
環
境
が
提
供
で
き
る
よ
う
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

地
域
防
災
の
推
進

　

本
年
８
月
１
日
、
山
梨
県
弁
護
士
協
会
と

災
害
連
携
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
被
災
後
に
お
け
る
土
地
や
建
物

の
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を
町
民
が
気
軽

に
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
、
弁
護
士
に

相
談
で
き
る
環
境
が
あ
る
こ
と
は
、
町
民
の

不
安
を
解
消
し
、
安
心
し
て
そ
の
後
も
町
で

生
活
で
き
る
要
因
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

本
年
８
月
31
日
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
西

桂
町
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
町
内
各
地
区
が

直
面
す
る
災
害
は
地
区
ご
と
に
相
違
が
あ

り
、
そ
の
訓
練
を
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え

る
た
め
、
防
災
・
減
災
の
要
と
も
な
る
自
助
・

共
助
の
強
化
に
主
眼
を
置
き
、
地
域
住
民
が

自
ら
考
え
、自
ら
行
う
防
災
訓
練
へ
と
変
え
、

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
町
民
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
地
域

小林町長　行政報告

● 総合計画策定のため、18 歳以上の全町民に
　 アンケートを実施

● 各地区による防災訓練の実施

幼
児
教
育
・
保
育
の

　
　
無
償
化
へ
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住
民
の
皆
さ
ん
が
課
題
や
問
題
点
を
出
し
合

い
共
有
し
、
そ
の
解
決
策
を
導
く
こ
と
こ
そ

が
自
助
・
共
助
を
強
化
し
、
防
災
減
災
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

観
光
の
振
興

　

三
ツ
峠
桜
公
園
に
は
、「
き
ぼ
う
の
桜
」

を
は
じ
め
、「
タ
カ
ト
ウ
コ
ヒ
ガ
ン
桜
」、「
江

戸
ヒ
ガ
ン
桜
」、「
神
代
桜
」、「
淡
墨
桜
」、「
三

春
滝
桜
」
が
植
樹
さ
れ
、
日
本
中
で
も
こ
れ

だ
け
の
桜
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、
少

な
い
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

改
元
を
期
に
、
一
般
財
団
法
人
ワ
ン
ア
ー

ス
よ
り
、西
桂
町
の
新
た
な
観
光
資
源
と
し
、

「
き
ぼ
う
の
桜
」
の
植
栽
提
案
が

あ
り
、
来
年
度
、
さ
く
ら
祭
り

で
植
栽
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
桜
植
栽
地
の
土

壌
改
良
工
事
経
費
を
補
正
予
算

計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
手
の
行
き
届
い
て
い

な
い
森
林
を
整
備
す
る
た
め
「
森

林
環
境
税
」
を
創
設
す
る
法
律

が
本
年
３
月
に
成
立
し
、
令
和

６
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
に
上

乗
せ
し
て
徴
収
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

私
有
林
の
面
積
や
林
業
就
業

者
数
、
人
口
な
ど
に
応
じ
て
市

町
村
に
配
分
さ
れ
ま
す
。
令
和

元
年
度
か
ら
５
年
間
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
と
し
て
、
都
道
府
県
及
び
市
町

村
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運
営

管
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
４
月
３

日
よ
り
新
指
定
管
理
者
で
あ
る
「
静
岡
ビ
ル

保
善
株
式
会
社
」
に
よ
る
施
設
運
営
が
開
始

さ
れ
、
町
と
し
て
も
施
設
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
新
た
な
運
営
方
針
の

下
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
果
た
さ
れ
る
よ
う
、

必
要
な
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
そ
ば
の
芽
栽
培
施
設
の
石
綿
検

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
検
査
箇
所
す
べ
て

で
、
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
度
取

壊
し
に
向
け
、
跡
地
利
用
を
議
会
、
指
定
管

理
者
と
協
議
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
事
業

展
開
を
図
り
、
町
の
活
性
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
交
流
事
業
の
推
進

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
会
ま
で
１
年
を
切
り
、　

12
月
に
は
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
の
プ
レ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
と
し
て
高
円
宮
杯
が
幕
張

メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
フ
ラ
ン
ス

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
連
盟
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
ト

レ
ー
ナ
ー
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
マ
ル
ス
ラ
ン
氏

を
始
め
と
す
る
選
手
団
が
来
日
す
る
運
び
と

な
っ
て
お
り
、
町
で
は
こ
の
際
に
選
手
役
員

と
の
交
流
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

道
路
交
通
網
・
公
共
交
通

体
系
の
確
立

　

県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
に
お
い
て
は
、
小

沼
第
二
工
区
（
倉
見
地
区
）
の
狭
隘
な
区
間

の
解
消
の
た
め
に
、
県
道
拡
幅
改
良
工
事
が

発
注
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
で
完
成
予
定
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
上
暮
地
工
区
も
併
せ
て

県
道
拡
幅
改
良
工
事
が
１
日
も
早
く
完
成

し
、
国
道
１
３
９
号
の
渋
滞
緩
和
や
地
域
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
関
係
機
関
に
対
し
引
き
続
き
強
く

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小林町長　行政報告
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令
和
元
年
９
月
定
例
会
・
各
常
任
委
員
会
審
査

一
般
会
計
決
算

（
主
な
委
員
質
疑
、
歳
入
）

武
藤
議
員　

自
主
財
源
の
総
額
が
減
少
し
て

い
る
理
由
は
何
で
す
か
。

企
画
財
政
課
長　

実
質
収
支
比
率
を
適
正
な

も
の
に
す
る
た
め
、
決
算
見
込
の
精
度
を
上

げ
て
繰
越
金
が
１
億
円
程
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
減
債
基
金
か
ら
繰
入
を
行
わ
な

か
っ
た
の
で
繰
入
金
が
５
千
万
円
程
減
額
と

な
っ
た
こ
と
で
す
。

山
崎
議
員　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
予

算
額
１
３
０
万
円
に
対
し
て
、
決
算
額
は

88
万
５
千
円
で
す
。
町
の
知
名
度
を
上
げ
る

た
め
に
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

昨
年
度
の
反
省
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
ま
す
か
。

総
務
課
長　

昨
年
度
に
つ
い
て
は
周
知
の
努

力
が
足
り
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
、現
在
の
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
社
に
加
え
、

ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
を
運
営
し
て
い
る
ト
ラ

ス
ト
バ
ン
ク
社
に
も
お
願
い
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
の
拡
大
を
図
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

山
崎
議
員　

雑
入
の
保
育
所
保
護
者
負
担
金

と
学
童
ク
ラ
ブ
保
護
者
負
担
金
と
は
何
で
す

か
。

保
育
所
長　

保
育
所
保
護
者
負
担
金
は
教
材

費
や
延
長
保
育
の
負
担
金
で
す
。
学
童
ク
ラ

ブ
保
護
者
負
担
金
は
１
ケ
月
５
０
０
円
負
担

し
て
も
ら
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

岩
田
議
員　

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
を

使
っ
て
第
２
分
団
と
第
３
分
団
の
積
載
車
を

更
新
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
他
の
分
団
等

の
今
後
の
予
定
を
教
え
て
下
さ
い
。

総
務
課
長　

本
年
度
は
本
団
の
ポ
ン
プ
車
更

新
、
来
年
度
に
残
り
の
第
１
分
団
、
第
４
分

団
、
第
５
分
団
の
車
両
を
更
新
す
る
予
定
で

す
。

（
主
な
委
員
質
疑
、
歳
出
）

山
崎
議
員　

介
護
予
防
生
活
支
援
事
業
に
あ

る
タ
ク
シ
ー
券
利
用
事
業
に
つ
い
て
、
発
行

枚
数
に
対
す
る
利
用
枚
数
を
計
算
す
る
と
利

用
率
が
約
62
％
で
す
が
、
こ
の
利
用
率
に
対

し
て
ど
う
考
え
ま
す
か
。

福
祉
保
健
課
長　

75
歳
以
上
の
方
に
は
月

２
千
円
、
85
歳
以
上
の
方
に
は
月
３
千
円
分

の
利
用
券
を
配
布
し
、
利
用
す
る
人
は
ほ
ぼ

毎
月
利
用
し
て
ま
す
。
利
用
制
限
は
あ
り
ま

す
が
、
も
っ
と
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
長　

あ
る
程
度
の
成
果
が
あ
る
の
で
、
今

後
も
利
用
促
進
に
向
け
て
支
援
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

山
崎
議
員　

健
診
に
つ
い
て
は
、
病
気
の
早

期
発
見
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
受
診
者
は
い

つ
も
同
じ
で
す
。
受
診
者
を
拡
大
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

福
祉
保
健
課
長　

受
診
者
は
昨
年
度
よ
り
伸

び
て
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
に

つ
い
て
は
、
医
師
会
な
ど
と
相
談
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

山
崎
議
員　

戸
別
訪
問
に
よ
る
受
診
勧
奨
に

力
を
入
れ
て
い
る
と
聞
い
て
ま
す
が
、
職
員

の
人
数
的
な
問
題
も
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の

点
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

税
務
住
民
課
長　

２
地
区
ず
つ
訪
問
し
て
受

診
勧
奨
し
て
お
り
、
実
績
に
結
び
つ
い
て
い

ま
す
。

山
崎
議
員　

河
川
へ
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に

つ
い
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ト
レ
イ
、
タ
バ

コ
等
も
多
い
で
す
が
、
一
番
多
い
の
は
草
木

類
で
あ
り
、
ゴ
ミ
と
の
認
識
が
薄
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
当
町
は
水
路
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て

い
る
の
で
、
草
木
類
を
水
路
に
流
さ
な
い
よ

う
に
と
の
周
知
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
。

産
業
振
興
課
長　

草
木
類
の
河
川
へ
の
不
法

投
棄
は
確
か
に
多
い
で
す
。
資
源
と
し
て
活

用
で
き
る
方
法
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

歳入総額　２２億１９３６万円
歳出総額　２１億２４１０万円
差引き額　　　　９５２６万円

９
月
定
例
会

　令和元年西桂町議会 9 月定例会は、9 月
6 日から 27 日までの 22 日間の会期で開か
れました。
　町長より承認 1 件、条例 13 件、その他
議案 2 件、補正予算 4 件、決算認定 7 件、
同意 4 件計 31 件、議員より発議 2 件が提
案され、全ての議案が全員賛成にて、原案
のとおり承認・可決・認定・同意されました。

小型動力ポンプ付軽積載車
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い
ま
す
。

岩
田
議
員　

松
く
い
虫
対
策
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

森
林
組
合
を
通
じ
て
毎
年

防
除
を
し
て
ま
す
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
状

況
で
す
。
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
で
は

薬
の
樹
幹
注
入
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
、地
道
に
防
除
対
策
を
し
て
い
き
ま
す
。

武
藤
議
員　

農
地
費
に
計
上
さ
れ
た

３
０
７
万
８
千
円
の
委
託
料
で
す
が
、
大
竹

農
道
橋
り
ょ
う
架
設
調
査
業
務
委
託
を
指
し

ま
す
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
内
容
の
詳
細
を

教
え
て
下
さ
い
。

建
設
水
道
課
長　

そ
の
と
お
り
で
す
。
大
竹

地
区
か
ら
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
農
道

を
敷
設
す
る
際
に
橋
を
架
け
る
必
要
が
あ

り
、
場
所
の
選
定
を
す
る
た
め
に
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

山
崎
議
員　

ク
マ
ガ
イ
草
園
整
備
と
し
て
補

正
予
算
に
手
摺
設
置
工
事
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
が
、
将
来
的
に
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
の

展
望
は
あ
り
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

本
年
度
は
安
全
対
策
と
し

て
手
摺
設
置
工
事
を
計
上
し
ま
し
た
。
ク
マ

ガ
イ
草
園
を
含
め
た
倉
見
山
周
辺
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
三
ツ
峠
活
性
化
会
議
や
商
工
会

等
と
打
ち
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
青
写
真
は
あ
り
ま

せ
ん
。

町
長　

ク
マ
ガ
イ
草
は
関
東
で
も
貴
重
な
も

の
で
す
。
穴
口
用
水
や
撚
糸
の
滝
等
と
合
わ

せ
て
複
合
的
な
自
然
園
と
し
て
周
遊
道
路
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
崎
議
員　

駅
前
整
備
は
広
く
町
民
で
議
論

が
必
要
で
す
。
観
光
振
興
策
、
都
市
住
民
と

交
流
施
設
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
町
民

総
合
調
整
審
議
会
等
へ
の
諮
問
に
よ
り
慎
重

な
議
論
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
長　

最
初
に
周
辺
住
民
に
空
地
や
空
家
の

活
用
方
法
を
聞
き
、
そ
の
後
に
各
方
面
の
団

体
と
意
見
を
交
換
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
崎
議
員　

町
営
住
宅
の
外
装
に
つ
い
て
は

中
野
団
地
で
終
了
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
各

部
屋
の
水
周
り
改
修
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

建
設
水
道
課
長　

現
在
見
積
り
を
取
っ
て
い

る
段
階
な
の
で
、
い
ず
れ
議
会
に
提
示
し
ま

す
。

山
崎
議
員　

見
積
り
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で

依
頼
し
て
い
ま
す
か
。

建
設
水
道
課
長　

浴
室
、
流
し
、
ト
イ
レ
に

つ
い
て
３
方
向
で
見
積
り
を
取
っ
て
い
ま

す
。

山
崎
議
員　

３
方
向
と
は
何
を
指
し
ま
す

か
。

建
設
水
道
課
長　

３
つ
全
て
行
っ
た
場
合
や

２
つ
行
う
場
合
と
い
う
こ
と
で
す
。

山
崎
議
員　

水
周
り
の
改
修
に
つ
い
て
は
浴

室
だ
け
と
か
ト
イ
レ
だ
け
と
か
と
い
う
こ
と

で
な
く
、
全
て
の
改
修
を
し
て
頂
き
た
い
で

す
。
今
後
の
改
修
は
ど
の
よ
う
な
年
次
計
画

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

建
設
水
道
課
長　

案
が
煮
詰
ま
っ
た
時
点
で

提
示
し
、協
議
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
崎
議
員　

ぜ
ひ
、
生
活
者
の
視
点
で
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

柏
木
議
員　

河
川
管
理
事
業
の
上
町
地
内
水

路
改
修
工
事
と
は
ど
こ
を
指
し
ま
す
か
。
ま

た
、
費
用
は
い
く
ら
で
す
か
。

建
設
水
道
課
長　

川
合
さ
ん
の
碑
の
所
で
、

費
用
は
73
万
４
千
円
で
す
。

武
藤
議
員　

小
中
学
校
に
図
書
購
入
費
が
そ

れ
ぞ
れ
あ
る
が
、
本
の
選
定
に
教
育
委
員
会

は
関
わ
っ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
図
書
司
書
が

お
り
、
司
書
が
事
務
教
員
と
話
す
中
で
購
入

し
て
い
ま
す
。

歳入総額　２２億１９３６万円
歳出総額　２１億２４１０万円
差引き額　　　　９５２６万円

平成 30年度

一 般 会 計 決 算

クマガイ草群生地
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令
和
元
年
９
月
定
例
会
・
各
常
任
委
員
会
審
査

簡
易
水
道

特
別
会
計
決
算

（
主
な
委
員
質
疑
）

山
崎
議
員　

水
道
管
の
老
朽
化
や
漏
水
調

査
の
進
捗
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

建
設
水
道
課
長　

耐
用
年
数
40
年
以
上
を

経
過
し
て
い
る
管
が
全
体
の
１
・
８
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
は
下
水
道
併
設
工
事

が
優
先
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
老
朽
管

の
敷
設
替
工
事
を
考
え
て
い
ま
す
。

山
崎
議
員　

古
い
替
え
る
べ
き
水
道
管
は

ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

建
設
水
道
課
長　

延
長
の
１
・
８
％
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
古
い
管
だ
か
ら
漏
水
す

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
漏
水
箇
所
か

ら
替
え
ま
す
。

山
崎
議
員　

漏
水
調
査
は
ど
の
よ
う
な
基

準
で
優
先
順
位
を
つ
け
て
い
ま
す
か
。

建
設
水
道
課
長　

２
年
連
続
で
低
区
配
水

地
か
ら
の
分
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

山
崎
議
員　

水
道
管
の
年
数
で
は
な
く
、

有
収
水
量
に
よ
り
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
調
査
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
。

建
設
水
道
課
長　

そ
の
と
お
り
で
す
。

武
藤
議
員　

有
収
水
量
68
・
２
％
と
い
う

こ
と
は
、
31
・
８
％
は
漏
水
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

建
設
水
道
課
長　

そ
の
と
お
り
で
す
。
た

だ
し
、
神
社
や
寺
、
防
火
水
槽
、
宅
内
漏

一
般
会
計
補
正
予
算

（
主
な
委
員
質
疑
）

山
崎
議
員　

わ
く
わ
く
地
方
生
活
実
現
政
策

事
業
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
移
住
促
進

の
た
め
の
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

企
画
財
政
課
長　

こ
の
事
業
は
移
住
者
１
世

帯
を
想
定
し
て
の
も
の
で
、
県
か
ら
１
世
帯

以
上
の
予
算
組
み
を
指
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
計
上
で
す
。

山
崎
議
員　

地
域
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

移
住
促
進
す
る
な
ら
わ
か
り
ま
す
が
、
移
住

し
た
結
果
に
予
算
を
つ
け
る
の
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

企
画
財
政
課
長　

町
と
し
て
も
地
域
の
魅
力

を
発
信
し
て
、
移
住
者
が
増
え
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

武
藤
議
員　

公
有
財
産
管
理
経
費
の
不
動
産

水
を
含
め
て
の
有
収
水
量
で

あ
り
、
全
国
的
に
は
70
％
が

基
準
値
で
す
。

武
藤
議
員　

全
国
水
準
の

70
％
を
ク
リ
ア
で
き
る
よ

う
、
今
後
さ
ら
な
る
努
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道

特
別
会
計
決
算

（
主
な
委
員
質
疑
）

武
藤
議
員　

下
水
道
接
続
済
み
人
数
が
、
平

成
29
年
度
の
１
７
８
８
人
か
ら
平
成
30
年
度

に
は
１
７
２
０
人
と
68
人
も
減
っ
て
い
る
理

由
は
何
で
す
か
。

建
設
水
道
課
長　

従
来
は
整
備
し
た
地
区
の

接
続
に
よ
り
累
計
と
し
て
増
え
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
か
ら
住
民
基
本
台
帳
の
人
数
で
数

え
た
結
果
、
昨
年
度
か
ら
減
少
し
ま
し
た
。

武
藤
議
員　

平
成
30
年
度
か
ら
は
正
し
い
数

値
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
よ
い
で
す

か
。

建
設
水
道
課
長　

そ
の
と
お
り
で
す
。

山
崎
議
員　

接
続
率
の
基
準
が
な
ぜ
世
帯
数

で
は
な
く
て
人
数
な
の
で
す
か
。
下
水
道
は

面
的
整
備
な
の
で
世
帯
数
で
数
え
た
方
が
望

ま
し
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

建
設
水
道
課
長　

県
に
確
認
し
て
、
世
帯
数

で
追
記
で
き
れ
ば
実
施
し
ま
す
。

山
崎
議
員　

環
境
基
準
で
人
数
を
カ
ウ
ン
ト

老朽管の漏水修理工事

す
る
の
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
世
帯
単
位
で

の
接
続
率
の
方
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護予防支援事業特別会計
簡易水道特別会計

下水道特別会計

合   計

４億３８９５万円 ４億１０５５万円 ２８４０万円

８２２４万円 ８２２１万円 ３万円

３億６９２４万円 ３億４５４６万円 ２３７８万円

６１万円 ４９万円 １２万円
６８３４万円 ６７１１万円 １２３万円

１億９０４６万円 １億８８４２万円 ２０４万円

１１億４９８４万円 １０億９４２４万円 ５５６０万円
（１万円未満四捨五入）

平成３０年度６特別会計決算額　賛成全員
会　　計　　名 歳入総額 歳出総額 差引額
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の
に
、
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
な
い
の
で
す

か
。

産
業
振
興
課
長　

現
状
は
、
町
内
の
所
有
者

も
自
分
の
山
林
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
知
ら
な

い
人
も
多
く
、
町
外
者
を
含
め
て
調
査
し
て

い
き
ま
す
。

山
崎
議
員　

森
林
の
管
理
を
ど
う
す
る
か
決

め
て
か
ら
調
査
を
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
。

産
業
振
興
課
長　

ま
ず
は
台
帳
の
整
備
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
崎
議
員　

台
帳
は
必
要
な
と
こ
ろ
か
ら
整

備
し
て
い
く
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

産
業
振
興
課
長　

優
先
順
位
を
決
め
る
た
め

の
調
査
で
も
あ
り
ま
す
。

武
藤
議
員　

教
育
委
員
会
費
の
町
と
小
中
学

校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
離
費
用
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

教
育
次
長　

来
年
度
の
小
中
学
校
支
援
シ
ス

テ
ム
導
入
に
伴
い
、
行
政
系
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
分
け
る
必
要

が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
予
算
計
上
で
す
。

武
藤
議
員　

道
路
橋
り
ょ
う
費
に
交
通
安
全

路
面
シ
ー
ト
設
置
工
事
２
件
と
あ
り
ま
す

が
、
路
面
シ
ー
ト
と
は
何
で
す
か
。

総
務
課
長　

予
算
は
土
木
費
で
す
が
、
安
協

か
ら
の
依
頼
に
よ
る
予
算
計
上
な
の
で
説
明

し
ま
す
。
１
件
は
下
暮
地
富
士
ピ
ュ
ア
の
四

つ
角
に
「
速
度
落
と
せ
」
の
標
示
を
す
る
も

の
で
す
。
も
う
１
つ
は
、
車
の
通
行
量
が
多

く
な
っ
て
き
い
る
池
の
頭
線
の
横
断
歩
道
に

「
通
学
路
あ
り　

児
童
注
意
」
の
標
示
を
す

管
理
費
委
託
に
つ
い
て
、
教
え
て

く
だ
さ
い
。

総
務
課
長　

地
権
者
と
の
価
格
交

渉
に
入
る
前
に
不
動
産
鑑
定
を
行

う
必
要
が
あ
る
た
め
計
上
し
ま
し

た
。

武
藤
議
員　

議
会
と
し
て
も
町
民

に
と
っ
て
も
関
心
事
で
あ
る
の
で
、

今
後
の
展
開
を
期
待
し
ま
す
。

山
崎
議
員　

森
林
環
境
譲
与
税
を

財
源
と
す
る
森
林
所
有
者
意
向
調

査
準
備
業
務
委
託
と
森
林
環
境
基

金
積
立
金
の
比
率
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

産
業
振
興
課
長　

比
率
は
不
明
で

す
が
、
所
有
者
意
向
調
査
準
備
委

託
は
80
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

山
崎
議
員　

所
有
者
意
向
準
備
調

査
で
は
何
を
調
査
す
る
の
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

民
有
林
の
所
有

者
に
伐
採
等
の
履
歴
や
意
向
な
ど

を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

山
崎
議
員　

保
安
林
に
移
行
す
る

の
が
大
方
の
希
望
と
思
わ
れ
、
調

査
を
せ
ず
と
も
所
有
者
の
意
向
は

ほ
ぼ
分
か
っ
て
い
る
の
で
無
駄
で

は
。

産
業
振
興
課
長　

意
向
調
査
の

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
、
ど
の
程
度

管
理
さ
れ
て
い
な
い
の
か
を
含
め

て
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

山
崎
議
員　

町
の
75
％
が
山
林
な

桜の植栽

る
も
の
で
す
。

武
藤
議
員　

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
至
急

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
崎
議
員　

千
本
桜
の
里
管
理
経
費
の
き
ぼ

う
の
桜
植
栽
地
土
壌
改
良
工
事
、
植
え
る
桜

は
２
本
目
で
す
か
。

町
長　

１
本
目
は
成
育
が
良
く
な
か
っ
た
た

め
植
え
替
え
た
も
の
で
す
。

山
崎
議
員　

広
範
囲
な
植
樹
場
所
の
確
保
を

お
願
い
し
ま
す
。

令和元年度一般会計補正予算（第３号）

令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和元年度介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和元年度下水道特別会計補正予算（第１号）

〇歳入　軽自動車環境性能割・森林環境譲与税の追加、国・県支出金及び、平成 30年度からの繰越金を充当
〇歳出　幼児教育・保育無償化経費、移住支援補助金、商工費・クマガイソウ園及び桜土壌改良工事

〇歳入　県補助金の保険給付費等交付金を追加
〇歳出　一般被保険者高額療養費支給経費の追加

〇歳入　一般会計繰入金の追加
〇歳出　介護報酬改定に伴うシステム改修経費

〇歳入　下水道基金繰入金の追加
〇歳出　公共下水道運営事業の返納金追加

３１６５万円

９００万円

９万円

５０万円

２４億１９６３万円

３億７４４１万円

３億５１８５万円

１億９８２１万円

（１万円未満四捨五入）

令和元年度補正予算額　賛成全員
会　　　　　計 補　正　額 補正後の予算総額



－ 14－

令
和
元
年
９
月
定
例
会
・
本
会
議

９月定例会条例改正　賛成全員

西桂町総合計画審議会条例の一部
改正（専決処分）

富士五湖広域行政事務組合の共同処
理する事務の変更に伴う富士五湖広
域行政事務組合規約の変更について

西桂町印鑑条例の一部改正

地方公務員法及び地方自治法の一部
を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例の制定

西桂町職員給与条例の一部改正

西桂町フルタイム会計年度任用職員
の給与に関する条例の制定

西桂町パートタイム会計年度任用職
員の報酬、期末手当及び費用弁償に
関する条例の制定

消費税及び地方消費税の税率の改定
に伴う関係条例の整備に関する条例
の制定

西桂町災害弔慰金の支給等に関する
条例の一部改正

西桂町家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一
部改正

西桂町特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の利用者負担額等に
関する条例の一部改正

西桂町森林環境基金条例の制定

西桂町太陽光発電施設の適正管理に
よる地域環境の保全に関する条例の
制定

西桂町消防団員の定員、任免、給与、
服務等に関する条例の一部改正

第 6次長期総合計画の策定にあたり、任命した関係団体の役職員などが
年度末をもって入れ替わることで、計画策定の意見集約などの継続性に
支障をきたさないようするための一部改正

富士五湖広域行政事務組合の共同処理する事務及び同組合の規約を変更
するために議会の議決を経る

住民基本台帳法施行令の一部改正に伴う所要の改正

地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴う所要の改正

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法
律の整備に関する法律が 6月 14 日に公布され、同法中の地方公務員法
の一部改正に伴う所要の改正

地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い、会計年度任用職員の給
与の支給について規定する条例を制定

地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い、会計年度任用職員の報
酬、期末手当等の支給について規定する条例を制定

公の施設の使用料及び利用料金等を消費税の引き上げに対応した額に改
正するために関係条例の一部を改正

災害弔慰金の支給等に関する法律施行令の一部改正に伴う所要の改正

家庭的保育事業の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴う所要の改
正

子ども・子育て支援法施行令の一部改正に伴う所要の改正

森林環境譲与税の創設に伴い、当該譲与税を基金として積み立て、適正
に管理し運用するために制定

太陽光発電施設が長期にわたり安定的に発電を継続していくため、計画
段階で事業者と設計内容や災害時及び廃止後の撤去・処分等に関する協
議を行うことにより、地域環境の保全を図り、良好な住居環境を維持す
る必要があるため制定

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法
律の整備に関する法律が 6月 14 日に公布され、同法中の地方公務員法
の一部改正に伴う所要の改正

条　　例　　名 主な内容

９月定例会
人事案件
全員賛成

荒井義光委員（上町）槇田英男委員（柿園）梅原正弘委員（本町）森川不二男委員（下暮地）

監
査
委
員

教
育
委
員
会
委
員

議会に届いた請願書と処理状況　賛成全員

請　願　者

請願の要旨

南都留地区ＰＴＡ協議会、南都留地区公立小中学校長会、南都留地区公立小中学校教頭会、山梨県教
職員組合南都留支部

教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫負担制度拡充が図られるよう、国の関係機関
に意見書を提出すること

件　　　名

下記請願は採択と決し、令和元年 9月 27日付けにて、請願の趣旨に基づき関係機関に意見書を提出いたしました。

教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書
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議
員
活
動
報
告

　

８
月
26
日
か
ら
27
日
に
、
千
葉
県
山
武

郡
芝
山
町
議
会
に
山
梨
県
町
村
議
会
広
報

編
集
委
員
行
政
視
察
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

芝
山
町
の
議
会
だ
よ
り
は
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
が
主
催
す
る
「
第
33
回
町
村

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て

優
秀
賞
４
位
に
入
賞
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
研
修
内
容
は
、

①
議
会
広
報
に
対
す
る
取
り
組
み
、

　
考
え
方

②
優
秀
賞
受
賞
ま
で
の
経
緯

③
広
報
誌
作
成
に
あ
た
っ
て
、

　
重
要
視
し
て
い
る
点

　

各
地
区
公
民
館
で
開
催
し
た
意
見
交
換

会
に
続
き
、
10
月
16
日
に
き
ず
な
未
来
館

２
階
研
修
室
に
お
い
て
、
各
種
団
体
の
皆

様
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
山
崎
議
会
改
革
検
討
委
員
長
よ

り
、
各
地
区
公
民
館
で
開
催
し
た
意
見
交

換
会
で
出
さ
れ
た
町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
を
も
と
に
、
町
へ
の
政
策
提

言
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
町
へ

の
提
言
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
町
民
の
皆
様
か
ら
要
望
の

あ
っ
た
委
員
会
傍
聴
に
つ
い
て
、

９
月
定
例
会
に
お
い
て
委
員
会
傍

聴
規
程
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
12
月
定
例
会
よ
り
可
能
と

な
っ
た
こ
と
の
報
告
も
合
わ
せ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
時
間
に
な
り
ま
す

と
、行
政
や
町
づ
く
り
に
つ
い
て
、

積
極
的
な
ご
意
見
が
た
く
さ
ん
出

さ
れ
ま
し
た
。
空
家
対
策
・
観
光
・

教
育
・
地
域
の
活
性
化
等
に
つ
い

て
の
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
大

議員活動報告

議員活動報告

山
梨
県
町
村
議
会

　
広
報
編
集
委
員
行
政
視
察

各
種
団
体
の
皆
様
と
の

　
意
見
交
換
会

④
議
会
広
報
へ
の
熱
き
想
い

で
し
た
。

　

広
報
誌
作
成
の
あ
た
っ
て
は
、
紙
面
に

写
真
や
挿
し
絵
を
出
来
る
だ
け
多
く
取
り

入
れ
、
聞
き
な
れ
な
い
用
語
な
ど
に
は
解

説
文
を
入
れ
る
な
ど
、
町
民
の
皆
様
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
と
の

こ
と
で
し
た
。

変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
２
年
２
月
19
日
（
水
）
に

も
、
小
中
学
校
の
父
兄
の
皆
様
と
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
指
導
者
の
皆
様
を
対
象
と
し

て
、
意
見
交
換
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
対
象
の
方
に
案
内
を
し
ま
す
の
で
、

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
の
町
に
て
学
ぶ

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た

芝山町議会だより

中村常実 委員長・山崎泰洋 副委員長
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武
藤
議
員

　

倉
見
区
松
久
保
地
内
は
、
土
砂
災

害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
急
傾
斜

イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に
選
別
さ
れ
、
早

急
に
防
災
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、
数

十
年
も
要
請
し
て
い
る
事
業
で
す
。

　

平
成
26
年
８
月
６
日
に
「
倉
見
下

沢
−１
砂
防
事
業
計
画
説
明
会
」
が

武
藤
議
員

　

西
桂
町
の
自
主
財
源
は
、
町
予
算

の
33
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
自
主
財

源
の
増
額
が
難
し
い
中
、
西
桂
町
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う
に
は
、「
国

庫
支
出
金
」
及
び
「
交
付
金
」
を
増

額
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も
と
よ

り
、
国
及
び
県
直
轄
事
業
に
頼
る
と

こ
ろ
が
「
大
」
と
考
え
ま
す
。
風
は

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
ぜ
事
業
が

遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
現
在
ど
の

程
度
進
ん
で
い
る
の
か
、
状
況
及
び

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

小
林
町
長

　

説
明
会
実
施
後
、
山
梨
県
発
注
の

測
量
詳
細
設
計
を
す
る
な
か
で
、
国

土
調
査
時
の
地
籍
図
と
現
地
で
境
界

線
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
11
月
に
地

図
訂
正
の
委
託
業
務
を
発
注
し
、
平

成
29
年
３
月
ま
で
に
地
籍
修
正
、
隣

地
同
意
の
大
半
は
終
了
い
た
し
ま
し

た
が
、相
続
未
登
記
や
地
権
者
不
在
、

隣
接
の
不
同
意
者
等
の
関
係
で
山
梨

県
と
協
議
を
す
る
な
か
で
本
年
８
月

に
地
籍
の
修
正
の
書
類
を
法
務
局
に

提
出
し
て
お
り
、
山
梨
県
の
方
で
、

今
年
度
中
に
用
地
買
収
に
入
り
堰
堤

か
ら
工
事
に
着
手
す
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

西
桂
町
に
向
け
大
き
く
吹
い
て
い
る

政
治
情
勢
の
中
、
国
及
び
県
と
は
ど

の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
い
か
れ
る
の

か
お
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

コミュニケーション広場では、西桂町で活動されている団体を紹介しています。
掲載を希望される団体は是非ご連絡ください。  （議会事務局：☎ 25-2121）

令
和
元
年
９
月
定
例
会
　
一
般
質
問

武藤隆義 議員武藤隆義 議員

問

答

倉
見
区
松
久
保
地
内
の
砂
防
堰

堤
は
い
つ
完
成
す
る
の
か
？

今
年
度
中
に
用
地
買
収
に
入
り
堰
堤

か
ら
工
事
に
着
手
す
る
計
画
で
す
。

問

答

国
及
び
県
と
は
ど
の
よ
う
な
ス
タ

ン
ス
で
い
か
れ
る
の
か

国
県
に
対
し
て
は
、
今
ま
で
以
上

に
積
極
的
に
要
請
す
る
。

小
林
町
長

　
「
倉
見
松
久
保
地
内
の
事
業
」
に

つ
い
て
、
当
町
で
は
依
然
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
今
後
も
健
全
財
政
の

適
正
化
に
努
め
、
国
県
の
動
向
に
注

視
し
、
当
町
施
策
に
対
し
て
は
、
有

利
な
国
庫
補
助
等
を
厳
選
し
活
用
す

る
こ
と
で
、
事
業
執
行
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
等
整
備
事
業
及
び
地
方

創
生
事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
県
知

事
あ
る
い
は
県
議
及
び
国
会
議
員

に
、
当
町
の
現
状
か
ら
見
え
て
く
る

政
策
課
題
を
相
談
す
る
中
で
、
協
力

体
制
あ
る
い
は
要
望
活
動
を
積
極
的

に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

一般質問

倉見松久保地区
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問　

活
動
目
的
は
。

石
田
さ
ん　

子
ど
も
達
の
健
全
な

成
長
の
た
め
、
よ
り
良
い
環
境
を

築
い
て
い
く
こ
と
で
す
。

問　

活
動
内
容
は
。

石
田
さ
ん　

保
育
所
で
の
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
月
５
回
、保
育
所
・

小
学
校
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
年
１

回
、
他
に
も
託
児
や
児
童
館
の
子

ど
も
達
と
野
菜
や
花
を
育
て
て
収

穫
し
た
り
、
未
就
園
児
を
対
象
に

お
話
会
を
行
な
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。

問　

会
員
数
は
。

石
田
さ
ん　

実
際
の
活
動
人
数
は

18
名
く
ら
い
で
す
。
賛
助
会
員
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

問　

今
後
の
目
標
は
。

石
田
さ
ん
　
町
で
は
ブ
ッ
ク

フ
ァ
ー
ス
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、

子
供
た
ち
が
本
に
多
く
触
れ
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問　

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い
こ
と
は
。

石
田
さ
ん　

こ
の
会
の
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
達
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
を
町
民
全
体

が
一
緒
に
取
組
め
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。
若
い
父
母
の
皆
さ
ん

に
は
何
で
も
相
談
を
し
に
来
て
欲

し
い
で
す
。

コミュニケーション広場コミュニケーション広場
皆さんの貴重なご意見・ご感想などを今後の議会活動に反映させてまいりますので、

積極的なご参加をお願いいたします。

手
話
サ
ー
ク
ル

　美

　水

　会

代
表

　武
藤
玲
子

　
　
　

代
表

　武
藤
玲
子

　
　
　

西
桂
子
育
て
を

　

   

支
援
す
る
会

西
桂
子
育
て
を

　

   

支
援
す
る
会

西
桂
子
育
て
を

　

   

支
援
す
る
会

代表：石田　壽一

取材日：８ 月 ７ 日
中村議員、酒井議員

コミュニケーション広場では、西桂町で活動されている団体を紹介しています。
掲載を希望される団体は是非ご連絡ください。  （議会事務局：☎ 25-2121）

その78

会の皆さんよりひとこと
　いつもご協力いただいております皆様、

　本当にありがとうございます。

読み聞かせ
ふれあい食堂



発行責任者　西桂町議会議長　柏木　正
編集委員長　中村常実・副委員長　山崎泰洋
　委　　員　勝俣豊一・酒井基和・岩田裕展

編集／西桂町議会広報編集委員会

議会の傍聴をお願いします。
次回定例会は 12月上旬です。
詳細は 12月初旬頃、ホームページにて公表します。


